い。 だが、 もう 枝 を 折らない ようにし ろよ ご 

霧 はまった く 晴れ渡って、 私たちの すぐ 眼の まえに、 

異様な 風景が 現出した ので ある。 青葉。 それが まず 私 

の 眼に しみた。 私に は、 いまの 季節が はっきり 判った。 

ふるさと では、 t の 若葉が 美しい 頃な の だ。 私 は 首 を 

ふり ふりこの 並木の 青葉 を 眺めた。 しかし、 そういう 

とうすい きょうがく 

陶酔 も 瞬時に 破れた。 私 はふた たび 驚愕の 眼 を 見 

はった ので ある。 青葉の 下に は、 水 を 打った 砂利道が 

涼しげ に 敷かれて いて、 白い よそおい をした 瞳の 青い 

人間た ちが、 流れる ように ぞろぞろ 歩いて いる。 まば 

ゆい 鳥の 羽 を 頭に つけた 女 もいた。 蛇の 皮の ふとい 杖 



おれ は あのお 姿 を 見る と、 鼻筋 づたいに 虱が 這って 

歩いて いるよう な もどかし さ を 覚える。 また、 あそこ 

の ベンチに 腰かけて いる 白 手袋の 男 は、 おれの いちば 

ん いやな 奴で、 見ろ、 あいつが ここへ 現われたら、 も 

はや 中天に、 臭く 黄色い 糞の 竜巻が 現われて いる じ や 

*k ヽ ゝ o 

る レカ 

じょうぜ つ 

私 は 彼の 饒舌 をうつつ に 聞いて いた。 私 は 別な も 

の を 見つめて いたので ある。 燃える ような 四つの 眼 を 

青く 澄んだ 人間の 子供の 眼 を。 先刻より この 二人の 子 

供 は、 島の 外廓に 築かれた 胡麻 石の 塀から やっと 顔 だ 

けを視 きこませ、 むさぼる ように 島 を 眺め まわして い 



私 はぐ つ と 眼 を つぶった。 言 つてい けない 言葉 を 彼 

は 言った の だ。 

はたはたと 耳 を かすめて 通る 風の 音に まじって、 低 

い 歌声が 響いて 来た。 彼が 歌って いるので あろう か。 

眼が 熱い。 さっき 私 を 木から 落した の は、 この 歌 だ。 

私 は 眼 をつ ぶった まま 耳 傾けた ので ある。 

「よせ、 よせ。 降りて 来い よ。 ここ はいいと ころ だよ- 

日が 当る し、 木が あるし、 水の 音が 聞え るし、 それに 

だいいち、 めしの 心配が いらない の だよ ご 

彼のそう 呼ぶ 声 を 遠くから のように 聞いた。 それ か 

ら ひくい 笑い声 も。 



ああ。 この 誘惑 は 真実 に似てい る。 あるいは 真実 か 

も 知れぬ。 私 は 心の なかで 大きく よろめく もの を 覚え 

たので ある。 けれども、 けれども 血 は、 山で 育った 私 

の 馬鹿な 血 は、 やはり 執拗に 叫ぶ の だ。 

II 否！ 

一 八 九 六 年、 六月の なかば、 ロンドン 博物館 附属 動 

とんそう 

物 園の 事務所に、 日本猿の 遁走が 報ぜられた。 行方が 

知れぬ ので ある。 しかも、 一匹でなかった。 二 匹で あ 

る。 
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